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新技術・新工法の紹介



カサロック
～FRC製L型擁壁天端勾配調整用ブロック～

インフラテック株式会社

総合技術研究所 技術課

◆技術内容

L型擁壁を敷設する際、道路縦断勾配が

ある場所は天端部分を勾配に合わせて
嵩上げ部分を形成します。



従来は・・・
L型擁壁を敷設後、差筋を配筋し前背面
の両側にコンパネ等で型枠を組み

生コンクリートを打設することで嵩上げ
部分を形成していました。

カサロックは・・・
製品を嵩上げ高さに合わせ切断し、

ボルトで固定します。その後、モルタル
詰め・製品同士の接合部に止水テープ
を貼り付けて施工完了となります。



◆カサロック製品規格

1.墨出し
カサロックをL型擁壁に仮留めし、
墨出しを行います。

◆カサロック作業工程



2.製品切断
カサロックの下に角材等を水平にな
るように敷き、エンジンカッターで前
面側から切断します。

3.据付け
L型擁壁にカサロックを据え、付属

のボルト・座金を使用し、ラチェット
等で締付けて固定します。



4.止水テープ・モルタル詰め
カサロック同士、カサロックとL型擁

壁の接合部分（背面側）に付属の止
水テープ貼付け、ボルト固定部分を
モルタル詰めします。（順不同）モルタル詰めします。（順不同）

◆期待される効果
工期短縮
型枠の設置、撤去、コンクリート打
設が不要な為、カサロック設置後、
即埋戻し作業が可能となり工期短即埋戻し作業が可能となり工期短
縮が可能となります。

施工性
型枠工などの熟練工を必要としま
せん。



品質

製品を工場にて製造する為、均一
な品質を確保でき、養生工などの
現場管理が省けます。

現場打ちにおいて、冬場の山間部の施工
現場では、所定の強度が出にくく、養生管
理が難しいので二次製品を使用することが
多々あるようです。

ある現場では・・・



クラックが発生していました。

安全性
前面と背面の高低差が著しい場合
でも、L型擁壁の背面側で作業を行

うので、前面側に足場を組む必要
が無く、且つ安全に作業を行うことが無く、且つ安全に作業を行うこと
ができます。



土木工事安全施工技術指針より



◆カサロックの力学性能試験

鹿児島大学 工学部 海洋土木工学科
松本教授ご指導の下、性能試験を実施

◆施工実績
国土交通省：9件



◆施工実績

県・市町村、民間：54件

発注者：北薩地域振興局
工事名：特定交通安全施設等 南瀬下1、3工区



発注者：鹿児島市郡山建設事務所
工事名：花尾口線道路改良工事

発注者：姶良市役所
工事名：新中線道路改良工事



発注者：姶良・伊佐地域振興局
工事名：農免農道整備事業小山田2期地区20-2工区

発注者：北薩地域振興局
工事名：森林管理開設事業 横座線4工区


